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２．プロジェクトの概要 

 本プロジェクトは兵庫教育大学大学院芸術表現系教育コースの院生を中心に結成した団体

「lemonate」の主催する企画である。「lemonate」は子どもたちに体験できるアートを通し

てトキメキを届けることをコンセプトに活動している。昨年度の活動では第１回企画展「ぼ

くらの森においでよ」を開催し、1週間でのべ600人以上が訪れた。今年度の活動としては、

前年度の改善点をもとに、子ども達がより体験的にアートを楽しめる第２回企画展「僕らの

森においでよ２」と、自然の中で身近な素材を使って美術を楽しめる「葉ん画」のワークシ

ョップを行う。 
「葉ん画」のワークショップは10月29日に開催し、参加者は26名。「葉ん画」は植物の葉

や花、茎を採取し、それらをスタンピングすることで表現する我々独自の技法である。葉に

絵の具を乗せ、バレンやローラーを用いてポストカード、トートバッグなどの支持体に刷る

ことで葉そのものの形や葉脈の出方、発色などを味わうことができる。自然物を材料とする

ワークショップなため、自然の良さをより味わえるように明石公園の広場にて行った。「葉

ん画」は葉っぱの水分や絵の具の乗せ具合、バレンで擦る回数などで表現が大きく変わる。

そのため、思うように色を出す楽しみと偶然できた模様を楽しむという２種類の造形上の楽

しみを味わうことができる。ワークショップでは子どもたちが楽しめるだけでなく、学校の

先生も招待し、図画工作科の授業で採用されることも視野に入れて取り組んだ。子どもたち

は何度も葉を刷って練習し、お気に入りのポストカードやトートバッグを作って、満足げに

持って帰っていた。 
第２回企画展は3月21日神戸市の「新開地アート広場」で開催する。「触って、遊んで、楽

しめるアート」をテーマに、立体作品、平面作品問わず、様々な作品を準備中である。中に

は匂いをつけた作品なども出展し、五感を用いた鑑賞によって体験と感覚の一体化した展示

会にする。触ったり、遊んだりしながらアートに触れることで、アートを高尚なものや気難

しいものと捉えるのではなく、身近なものであることを伝えたい。昨年度の反省点として、

来場者数は期待を大きく上回ったものの、子どもたちの割合が多くなかったことが挙げられ

る。そのため、就学前の子ども向けの遊ぶスペースがあり、定期的に子ども向けのイベント



を開催している「新開地アート広場」を会場とした。また、作品の幅を広げるため他の大学

にも参加者を募ったところ、大阪教育大学と高知大学OBの参加が決まった。第２回企画展を

通して子ども達にアートの楽しさを感じてもらうこと、地域の図画工作科の発展に貢献する

ことを目指す。 

 

３．プロジェクトの計画及び活動詳細 

2月に第1回企画展「ぼくらの森においでよ」を開催した。「ぼくらの森においでよ」はハンズ

オンの作品を展示して、見るだけでなく、触ったり、遊んだりできることが特徴である。多くの

来場者がある一方で、ターゲットである子ども達の割合が少なかったという反省がある。そのた

め、今回のプロジェクトでは自分達の企画展のイメージに合うギャラリーであり、なおかつ子ど

も達や家族で訪れやすい場所での開催を決めた。また、「壁面の装飾をしたりして、空間を自分

達のものにしたらもっと良くなる」という教授の意見をもとに壁面装飾の構想を練り、「この葉

っぱの作品の作り方教えてほしい」という教育関係者の意見をもとにワークショップの予定を立

てたるなど、来年の企画に向けての準備を進めた。 

4月になり、企画展の開催地の下見としていくつかのギャラリーを見学した。家族連れが足を運

びやすいかどうか、雰囲気が自分達の企画展に合っているかなどの観点からどのギャラリーが適

しているかを検討した。そして、周辺に子育て世代が多くいることや、駅が近くアクセスがいい

こと、定期的にこども向けのイベントを行なっていることなどから「新開地アート広場」で第２

回企画展「ぼくらの森においでよ２」を開催することを決定した。また、作品の幅を広げること

や視点を拡げるなどの目的から教育関係の他大学にも募集を募ることにした。募集要項の作成に

は他県の大学との連携を図るために作品の搬出入の方法やハンズオン作品の強度、触り方の確認

方法など担当教員の大西先生からアドバイスをもらいながら添削を重ね慎重に作成した。結果的

には、大阪教育大学から3名、高知大学卒業生から1名の参加を含めた15人のアーティストが参加

することとなった。 

8月はワークショップ準備を中心に活動した。会場は文化と自然に囲まれ開放的な広場のある「明

石公園」を第一候補とし、ワークショップの申請をした。以降はワークショップの試作、実験を

行った。明石公園では水の利用は難しいため、水無しで使えて、粘性が高く乾燥も遅いイベント

カラーによる制作を試した。事前の会議で形に残って持って帰れるもの、普段使いできるものを

題材にしたいという案が出ており、トートバッグを支持体にできるのかも実験した。厚手のバッ

グ、薄手のバッグを用意し、どのような違いがあるのかを検討したところ、厚手の生地には葉っ

ぱの形や葉脈があまり出なかったものの、薄い生地には葉っぱの形がはっきりと出て、葉脈も見

られた。イベントカラーも水無しでも使えて色の乗りも良かったため、薄手のトートバッグとイ

ベントカラーを採用した。試作を繰り返す中で、絵の具の混ざりによる意図しない濁りを解消す

るためにスポンジで馴染ませる工程を挟むことや、絵皿をどんぶりにすることで絵皿としての安

定感を実現し、筆置きとしても活用できるように工夫するなどいくつもの改善を行った。またワ



ークショップの際の配置図を構想し、明石公園との連携をしながら使用する椅子、机、テントな

どを決定した。椅子などは兵庫教育大学の図書館チーム「Blue class」から拝借し、場づくりに

大きく貢献した。 

10月29日ワークショップを開催した。当日は小林、伊賀上、大学院生2名、図書館職員1名の計5

人が担当した。９時からテント設営開始、10時前後からワークショップ「葉ん画」を開始した。

ワークショップでは葉っぱに筆で絵の具をのせ、ポストカードやトートバッグなどの支持体に刷

ることで、浮き出てくる葉脈や色味の変化を味わうというものである。スポンジで絵の具を馴染

ませる工程や、絵筆を置く場所を管理することで、子どもたちが失敗したと捉えやすい混色によ

る濁りが起こらないように配慮した。完成したトートバッグを満足げに下げて帰っている子ども

達の様子が多く見られた。作成したポストカードを祖父母にプレゼントすると嬉しそうにしてい

る子どもや、「外でのお絵描き楽しかった」という参加者の声もあり、自然の中での美術活動で

トキメキを届けることには成功したと認識している。ポストカード、しおりでの体験を300円、ポ

ストカード、トートバッグでの体験を400円とした。ここで出た売り上げは助成金をはみ出た経費

や人件費に充てている。 

12月には企画展に向けてトラックの予約、DM,ポスターの印刷など第２回企画展の広告や搬出入

の準備を行った。今回の企画展で前回と最も異なるのが搬出入である。助成金でトラックを借り

ることができたため、これまでよりも大きな作品の展示が可能となった。そのため、参加者共同

制作で高さ２mほどの大きな作品を現在制作中だ。触って楽しめるだけでなく、中に入る体験がで

き、空間を楽しめる作品を準備中である。また、本事業と直接の関係ないものの、代表の小林と

会計の伊賀上で二人展「てとて」を開催した。そこでも「ぼくらの森においでよ2」の宣伝をし、

また小林の作品はお買い上げになるなど好調を示した。小林・伊賀上二人展「てとて」第一回企

画展「ぼくらの森においでよ」の来場者及び各関係者には第２回企画展のDMを郵送した。 

2月現在、3月の企画展「ぼくらの森においでよ２」に向けて展示作品の作成、受付など在廊担

当者の調整、DM,チラシの配布による広報など準備を進めている。今回の企画展は助成金による財

源の余裕や参加者の増加などあり、昨年度の企画展よりも規模の大きな企画展となる。触ったり、

遊んだりして楽しめる体験的なアートの良さを、一人でも多くの人に提供できるよう鋭意取り組

む。 

 

４．得られた成果 

 10 月 29 日に明石公園にて「葉んが」のワークショップを開催した。ワークショップに

は 26 人が参加した。ポストカード、しおり、トートバッグに絵の具を乗せた植物の葉を刷

って浮き出る模様を味わう活動である。それぞれの葉の持つ形や葉脈を活かして構成、配

置を考えるなどして子ども達の美的感覚を伸ばしつつ、自然の中でのびのびと制作に取り

組むことで授業などとは一味違う開放的な美術活動を楽しみその良さを感じてもらうこと

に狙いを置いた。また、活動を通して子どもたちの想像力や構成に関する意識がどのよう

に働くのか、男女や学年、性格などが制作とどのように関係があるのかを観察、考察しま

した。活動の結果、子どもたちの活動の様子から 3 つのことを考察した。 

 



① 抽象、具象の作品傾向について 

構成や配色でリズム感を表現した抽象画のような作品を作った参加者もいれば、鮫やウサ

ギなど明確に作りたい対象があり、そのイメージに適した葉っぱを選定し対象に近づくよ

うに表現する参加者も見られた。抽象的な作品は女児に多く、具象的な作品は男児に多か

った。男児の様子を見ていると「このサメは背鰭と尾鰭が他の鮫より鋭いから、尖った葉

っぱを使う。」と写実性にこだわっていた。女児の中にも具象的な表現をする参加者がい

たが、その多くに丸みや膨らみを持たせたデフォルメが施され、そのデフォルメが重要視

されていた。これらの写実とデフォルメの傾向は他の参加者にも窺え、女児の作品は自分

の思う「かわいい」や「綺麗」を追求するような作品、男児の作品は興味の対象の特徴に

忠実な作品が多く見られた。今回の参加者特有の傾向であった点も否めないが、一つの資

料として今後の活動に活用していきたいと思う。 

 

② 混色の体験から見る克服について 

混色についても初めから積極的に混色をする参加者と混色をあまりせず主に単色を用い

る参加者が見られた。混色に積極的ではなかった参加者は「濁ったらどうしよう」「変な

色になっちゃいそう」などの混色よる失敗を恐れていた。しかし、一度混色を体験すると、

消極的であった参加者の多くが、積極的に混色を取り入れるようになった。この点に関し

ては混色による濁りが生まれないよう「絵の具をパレットの上で混ぜない」「スポンジで

叩いて、絵の具を馴染ませる」などの指導と事前準備が効果的に働いたものと考える。こ

のことは普段の図画工作の授業などでも活かせるだろう。美術活動に対して苦手意識を持

つ多くの児童・生徒の根幹には「うまく描けないから」「失敗するのが怖いから」などの

作品の質に関する強い意識がある。これらの苦手意識を、適切な準備と作品の質が担保さ

れる技法・指導を用いることで払拭できる可能性が考えられる。 

 

③ 参加人数と制作の関係性について 

参加人数と制作の姿勢との関わりについても関係性が考えられる。参加人数が少ないと

縮こまった表現が多くなり制作時間も短くなり、参加人数が多くなるにつれて子どもたち

の活動から肩の力が抜け活発に取り組む様子が多く見られ、大胆な表現も増える傾向にあ

った。午前中のワークショップでは参加者は 4 人と多くなかった。男児が祖母と参加した

際に、彼には鮫という明確な作りたい対象があり、夢中になって制作に取り組んでいた。

が滞在時間は約 20 分であった。午後からは多くの子どもたちが参加し、常に 4 人以上が制

作に取り組んでいる活発な場となった。隣の人の作品を見て作風を取り入れる様子や、「そ

れかっこいい」などの褒め合う様子も見られ、「もっと綺麗に色を出す」「水分が多かっ

た」などチームを組み、刷り方の研究を始める参加者達も現れた。1 時間以上制作に取り

組む参加者も多く、午前よりも明らかに熱中している様子が見られた。長時間の滞在の理

由には、他者との関わり合いの中で制作でき、交流、切磋琢磨できる環境があったことや、

多様な表現が集合していた為、次々と新しい表現を取り入れられたことなどが考えられる。

また、うまく絵の具を扱えない子供たち用に、マスキングテープやシールでのデコレーシ

ョン材料を準備していたことも、長時間の制作に効果的に作用した可能性が高い。表現の

上手な参加者も絵の具を扱うのが慣れていない参加者も夢中になって制作に取り組めてい



たこともあり、私たちの想定以上に良い作品が多く生まれた。今回のことから、参加者が

多くいた方が良い影響を及ぼし合うため、学びの場としての機能が高くなると考える。 

 

今回のワークショップを通して子どもたちの制作に対する関わり方などを見ることがで

きた。どの子どもたちも最終的には夢中になって能動的に取り組んでいたため、満足して

もらえたと考える。混色などの取り返しにつかない失敗に対して怖くなる子ども達が多く

いること。それらの子どもたちが一歩踏み出せる環境を作っていれば容易に克服できるこ

と。多くの子どもたちが互いの作品や作り方にオープンになれる環境づくりや、一人ひと

りのニーズに合うような材料準備が子ども達の制作に対する姿勢に良い影響を及ぼすこ

と。現状資料と呼ぶにはサンプルの足りない状況だが、今回の経験は図画工作や美術の授

業を展開する上で有益に働くことだろう。今後もワークショップ等の活動を続け子どもた

ちの制作に対する認識を深めていきたい。 

現在は 3 月の展示会に向けて準備中である。子どもたちに美術を身近に感じてもらうと

ともに、体験的な美術に触れ、豊かな感性を養ってもらえるような企画展を目指していく。

制作、広告等、ワークショップ以上に力を入れ図画工作のさらなる発展に寄与できるよう

活動を続けたい。 

 

５．費用の内訳 

                                                           （円） 

消耗品費 旅費 印刷製本費 その他 合計 

４２０６２ ０ ６０７０ １１６８９６ １６５０２８ 

 




